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お
伽
草
子
『
十
二
類
絵
巻
』
幽
香
叢
書
本
を
め
ぐ
る
一
試
論

 

三
　
浦
　
億
　
人

一
　『
十
二
類
絵
巻
』
異
本
系
伝
本
の
再
検
討

　

お
伽
草
子
『
十
二
類
絵
巻
』
は
、
絵
巻
と
し
て
は
、『
天
稚
彦
草
子
絵
巻
』

（
ベ
ル
リ
ン
国
立
東
洋
美
術
館
蔵
）、『
福
富
草
紙
絵
巻
』（
京
都
・
妙
安
寺
春
甫

院
蔵
）
と
、
異
類
物
と
し
て
は
、『
鴉
鷺
合
戦
物
語
』『
精
進
魚
類
物
語
』
な
ど

と
並
ぶ
、
初
期
お
伽
草
子
を
代
表
す
る
雄
品
と
い
え
る
。
十
二
支
と
そ
れ
に
属

さ
な
い
獣
と
の
対
立
と
い
う
物
語
設
定
が
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
り
、
登
場
す

る
各
種
動
物
た
ち
の
生
態
や
故
事
に
ち
な
ん
だ
叙
述
と
擬
人
名
は
工
夫
が
凝
ら

さ
れ
、
合
戦
叙
述
の
描
写
も
巧
み
で
あ
り
、
変
化
を
得
意
と
す
る
狸
の
哀
れ
な

末
路
を
語
っ
て
完
結
す
る
展
開
も
優
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
物
語
中
に
み
え

る
和
歌
と
画
中
詞
は
室
町
期
の
学
芸
に
裏
打
ち
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
で
も
注

目
さ
れ
る
。

　

一
般
に
、『
十
二
類
絵
巻
』
の
伝
本
は
、
テ
キ
ス
ト
の
上
か
ら
見
て
、
堂
本

四
郎
氏
所
蔵
の
室
町
中
期
の
制
作
と
み
ら
れ
る
古
絵
巻
に
代
表
さ
れ
る
絵
巻
形

式
の
内
容
・
本
文
を
も
つ
も
の
と
、
そ
れ
ら
の
詞
書
を
中
心
に
物
語
展
開
を
軸

と
し
た
内
容
を
も
つ
も
の
（
物
語
の
前
半
部
だ
け
を
抄
出
し
た
『
十
二
類
歌

合
』
な
ど
の
伝
本
も
こ
れ
に
含
む
）
に
大
別
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で

『
十
二
類
絵
巻
』
の
研
究
は
、
大
部
分
が
そ
の
絵
巻
系
の
伝
本
を
中
心
と
し
て

な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
近
時
の
調
査
に
よ
り
、
こ
れ
ら
と
は
別
の
系
統
に

属
し
、
単
な
る
節
略
本
で
は
な
い
異
本
系
と
も
い
う
べ
き
内
容
を
も
っ
た
伝
本

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
異
本
系
伝
本
と
し
て
位
置

づ
け
、
国
会
図
書
館
蔵
幽
香
叢
書
本
・
国
会
図
書
館
蔵
寛
文
元
年
奥
書
本
・
逸

翁
美
術
館
本
の
三
本
を
取
り
出
し
た
上
で
こ
れ
ら
の
異
本
群
が
も
つ
意
味
に
つ

い
て
再
検
討
し
、『
十
二
類
絵
巻
』
伝
本
の
中
に
お
い
て
、
異
本
系
諸
本
が
ど

の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
を
考
察
し
て
み
た
い
。
ま
た
、
三
本
の
内
、
特

に
幽
香
叢
書
本
に
つ
い
て
は
、
翻
刻
を
付
し
、
作
者
像
に
つ
い
て
追
究
す
る
。

二
　
諸
伝
本
の
整
理

　

ま
ず
、
物
語
の
梗
概
に
つ
い
て
略
述
す
る
。

　

薬
師
十
二
神
将
の
使
者
で
あ
る
十
二
支
の
動
物
た
ち
（
十
二
類
）
が
、
十
五

夜
の
月
を
題
に
し
て
歌
会
を
催
す
。
そ
こ
に
歌
仙
の
名
を
取
る
鹿
が
狸
を
従
え

て
現
れ
、
判
者
の
役
を
申
し
出
る
。
犬
が
追
い
払
お
う
と
す
る
が
、
龍
の
と
り

な
し
も
あ
っ
て
鹿
は
判
者
と
な
り
、
歌
合
は
雅
俗
相
和
し
て
、
一
同
は
酒
宴
乱

舞
に
興
じ
る
。
後
日
、
再
び
歌
会
が
計
画
さ
れ
る
が
、
鹿
は
風
邪
気
味
で
あ
る
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か
ら
と
断
る
。
鹿
が
歓
待
さ
れ
て
い
た
の
を
心
密
か
に
羨
ん
で
い
た
狸
は
、
そ

れ
を
良
い
こ
と
に
判
者
の
役
を
申
し
出
る
。
し
か
し
、
十
二
類
は
こ
れ
を
分
不

相
応
な
推
参
と
決
め
つ
け
、
狸
を
打
擲
し
て
追
い
返
す
。
逃
げ
帰
っ
た
狸
は
、

こ
の
恥
辱
を
晴
ら
す
た
め
、
十
二
支
に
属
さ
な
い
獣
た
ち
を
呼
び
集
め
、
十
二

類
に
対
し
て
仕
返
し
の
合
戦
を
企
て
る
。
そ
の
軍
議
で
は
、
血
気
に
は
や
る
狼

に
よ
っ
て
夜
討
ち
が
提
案
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
反
十
二
類
軍
の
不
穏
な
動

き
は
、
す
ぐ
に
国
中
に
知
れ
渡
る
こ
と
と
な
り
、
十
二
類
の
軍
勢
は
先
手
必
勝

と
ば
か
り
に
逆
に
狸
軍
の
「
境
の
城
」
に
攻
撃
を
仕
掛
け
る
。
両
軍
激
し
く

戦
っ
て
、
ま
づ
は
十
二
類
軍
が
勝
利
を
収
め
る
。

　

敗
走
し
た
狸
は
木
の
う
つ
ろ
に
身
を
隠
す
が
、
古
鳶
の
助
力
を
得
て
今
一
度

の
合
戦
を
決
意
す
る
。
味
方
と
な
る
べ
き
獣
を
再
び
召
集
し
て
、
戦
勝
気
分
で

油
断
し
て
い
る
十
二
類
の
隙
を
突
い
て
、
雪
辱
を
果
た
す
。
多
く
の
死
傷
者
を

出
し
た
十
二
類
軍
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
な
ら
じ
と
態
勢
を
立
て
直
し
、
狸
軍
が

陣
を
張
っ
て
い
る
愛
宕
山
に
攻
め
返
す
。
合
戦
は
夕
刻
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
に

な
っ
た
が
、
つ
い
に
狸
軍
は
壊
滅
す
る
。
命
か
ら
が
ら
逃
げ
帰
っ
た
狸
は
、
法

体
に
身
を
や
つ
し
、
月
輪
寺
の
御
堂
の
下
に
隠
れ
、
今
度
は
鬼
に
化
け
て
十
二

類
へ
の
仕
返
し
を
試
み
よ
う
と
す
る
が
、
途
中
で
野
良
犬
に
吠
え
立
て
ら
れ
、

正
体
が
露
見
す
る
。
さ
す
が
の
狸
も
こ
の
期
に
及
ん
で
復
讐
を
断
念
す
る
。
そ

し
て
、
妻
子
と
も
別
れ
、
法
然
上
人
の
門
人
を
尋
ね
て
出
家
し
、
腹
鼓
を
打
っ

て
踊
り
念
仏
に
い
そ
し
む
。
や
が
て
、
西
山
の
ほ
と
り
に
隠
遁
す
る
が
、
世
間

へ
の
執
着
は
、
ど
う
し
て
も
断
ち
切
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
内
容
で

あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い
る
『
十
二
類
絵
巻
』
の
伝
本
と
し
て
は
、
以
下

の
も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
。

【
伝
本
】

・
堂
本
四
郎
氏
旧
蔵
・
絵
巻
三
軸
（
室
町
中
期
の
制
作
）

・
細
川
家
永
青
文
庫
・
絵
巻
三
軸
（
堂
本
家
本
の
模
写
絵
巻
）

・
金
刀
比
羅
宮
所
蔵
・
絵
巻
三
軸
（
堂
本
家
本
の
模
写
絵
巻
）

・
大
阪
市
立
美
術
館
・
絵
巻
一
軸
（
堂
本
家
本
の
模
写
絵
巻
）

・
東
京
国
立
博
物
館
・
絵
巻
三
軸
（
堂
本
家
本
の
模
写
絵
巻
）

・
神
宮
徴
古
館
所
蔵
・
絵
巻
三
軸
（
安
永
三
年
・
右
堂
本
家
本
の
模
写
絵
巻
）

・ 

チ
ェ
ス
タ
ー
・
ヴ
ィ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
所
蔵
・
絵
巻
三
軸
（
江
戸

初
期
写
、
堂
本
家
本
の
模
写
絵
巻
）

・ 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
ス
ペ
ン
サ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
蔵
・
絵
巻
二
軸

（
近
世
前
期
写
・
堂
本
家
本
の
模
写
絵
巻
）

・ 

ケ
ル
ン
東
洋
美
術
館
（
室
町
後
期
写
・
堂
本
家
本
の
模
写
絵
巻
、
上
巻
の
み
）

・ 

早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
・
絵
巻
一
軸
（
江
戸
後
期
写
・
堂
本
家
本
の
模
写

絵
巻
、
上
巻
の
み
）

・
慶
応
大
学
図
書
館
・
枡
形
写
本
（
歌
合
の
条
の
み
）

・ 

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
・
絵
巻
一
軸
（
江
戸
末
・
堂
本
家
本
の
模
写
絵
巻
・

平
野
碧
山
旧
蔵
・
上
巻
の
み
）

　

右
に
挙
げ
た
絵
巻
系
の
伝
本
は
、
堂
本
家
本
（『
日
本
絵
巻
物
全
集
』
第
十

八
巻
所
収
）
の
よ
う
に
、
上
巻
が
後
崇
光
院
筆
、
中
・
下
巻
が
青
蓮
院
尊
道
親

王
筆
と
さ
れ
る
詞
書
を
も
つ
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
異
本
系
の
伝
本
群
で
は
、
右
の
絵
巻
的
内
容
か
ら
長
大
な

挿
絵
が
、
縮
小
・
簡
略
化
・
省
略
さ
れ
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
画
中
詞
が
完



― 65 ―

全
に
割
愛
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
物
語
化
し
た
筋
の
展

開
に
興
味
が
移
行
し
て
い
く
伝
本
が
増
え
る
、
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
本
文
の
上
か
ら
考
察
す
る
と
、
上
巻
に
お
い
て
、
絵
巻
系
と
は

違
っ
た
冒
頭
部
分
を
も
ち
、
前
半
の
狸
が
十
二
類
の
集
会
へ
推
参
す
る
場
面
の

記
述
が
詳
細
に
な
り
、
ま
た
、
巻
末
の
狸
が
出
家
す
る
場
面
に
お
い
て
も
、
絵

巻
に
は
存
在
し
な
い
中
世
仏
教
の
諸
宗
派
を
列
挙
す
る
叙
述
を
有
す
る
な
ど
、

江
戸
初
期
に
は
、
絵
巻
系
と
は
別
の
系
統
の
伝
本
が
成
立
し
て
い
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
（
こ
こ
で
は
、
こ
の
系
統
を
「
異
本
系
」
と
よ
ぶ
）。

　

本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
以
上
の
二
系
統
と
は
別
の
、

本
文
の
叙
述
が
簡
略
化
さ
れ
た
異
本
系
と
い
え
る
、
国
会
図
書
館
蔵
幽
香
叢
書

本
、
国
会
図
書
館
蔵
・
寛
文
元
年
奥
書
絵
巻
、
逸
翁
美
術
館
本
絵
巻
の
三
伝
本

の
位
相
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

　

ま
づ
第
一
に
、
幽
香
叢
書
本
は
、
絵
巻
系
の
特
徴
で
あ
る
挿
絵
や
語
句
を
伴

い
な
が
ら
、
物
語
内
容
の
合
戦
譚
の
部
分
が
挿
絵
と
と
も
に
大
幅
に
省
略
さ
れ

た
伝
本
で
、
絵
草
子
で
は
あ
る
が
、
本
来
は
絵
巻
様
式
の
伝
本
か
ら
転
写
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
こ
れ
と
同
じ
本
文
を
も
っ
た
伝
本
と
し
て
、
上
巻
の
み
の
残
欠
本
で

は
あ
る
が
、
逸
翁
美
術
館
所
蔵
の
絵
巻
一
軸
が
存
在
す
る
。
同
本
は
、
幽
香
叢

書
本
よ
り
も
、
や
や
先
だ
っ
た
江
戸
中
期
ま
で
の
書
写
と
み
ら
れ
、
全
四
図
の

挿
絵
の
構
図
に
き
わ
め
て
特
徴
が
あ
り
、
そ
の
点
で
も
資
料
的
に
重
要
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
異
本
群
は
、
以
上
の
よ
う
に
形
態
は
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
が
、
い

づ
れ
も
も
と
絵
巻
形
式
の
伝
本
か
ら
転
写
・
模
写
さ
れ
た
も
の
と
み
え
、
物
語

絵
巻
の
様
式
や
内
容
が
流
布
の
過
程
で
変
化
し
て
い
く
種
々
相
を
み
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

こ
こ
で
、
三
異
本
の
内
容
の
主
な
特
徴
を
ま
と
め
て
お
く
。

（
１
）　 

序
段
部
は
、
版
本
系
と
内
容
を
同
じ
く
し
、
冒
頭
文
は
、
絵
巻
系
伝
本

で
の
欠
脱
を
補
う
も
の
と
さ
れ
る
『
粉
河
寺
縁
起
』
紙
背
文
に
み
ら
れ

る
内
容
と
は
相
違
す
る
。

（
２
）　

絵
巻
系
の
特
徴
で
あ
る
挿
絵
と
独
自
の
詞
書
・
画
中
詞
を
有
す
る
。

（
３
）　

前
半
部
で
、
十
二
支
の
動
物
た
ち
に
擬
人
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）　

歌
合
部
分
の
歌
・
判
詞
が
全
面
的
に
改
訂
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）　

再
度
、
歌
合
や
合
戦
の
日
取
り
が
改
め
ら
れ
て
い
る
。

（
６
）　 

狸
軍
の
逆
襲
に
よ
る
大
勝
利
か
ら
二
度
目
の
敗
北
ま
で
の
内
容
を
全
面

的
に
削
っ
て
い
る
。

（
７
）　 

巻
末
の
狸
出
家
の
場
面
の
叙
述
が
改
め
ら
れ
、
狸
が
往
生
す
る
場
面
で

結
ば
れ
て
い
る
。

な
ど
の
諸
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

逸
翁
美
術
館
本
の
特
徴
は
、
堂
本
家
本
絵
巻
や
幽
香
叢
書
本
の
挿
絵
の
構
図

が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
特
に
、
第
一
図
は
、
堂
本
家
本
で
、

鹿
・
狸
が
左
奥
に
位
置
し
て
、
そ
の
他
の
十
二
支
の
動
物
た
ち
が
、
昼
夜
に
分

か
れ
て
歌
合
の
番
組
の
順
番
に
配
さ
れ
て
い
る
（
推
参
場
面
と
歌
合
場
面
が
兼

ね
ら
れ
て
い
る
）
の
に
対
し
て
、
逸
翁
美
術
館
本
で
は
、
十
二
支
の
動
物
た
ち

の
集
会
の
場
へ
赴
く
鹿
と
狸
を
描
く
こ
と
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
動
物
の
配

置
も
歌
会
と
は
無
関
係
に
な
っ
て
い
る
。
以
下
の
第
二
図
か
ら
第
四
図
に
関
し

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
小
異
が
あ
り
、
第
三
図
で
は
、
堂
本
家
本
が
狸
の
推
参
と
追
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放
を
異
時
同
図
的
に
扱
う
の
に
対
し
て
、
逸
翁
美
術
館
本
で
は
、
場
面
に
区
切

り
（
別
画
面
）
を
置
い
て
い
る
。

　

さ
ら
に
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
国
会
図
書
館
に
蔵
さ
れ
る
寛
文
元
年
奥
書

絵
巻
で
あ
る
（
当
絵
巻
に
関
し
て
は
、
二
○
○
四
年
度
名
古
屋
大
学
大
学
院
研

究
集
会
に
お
け
る
徳
田
和
夫
氏
の
報
告
が
あ
る
）。
同
本
は
、
冒
頭
の
十
二
類

に
よ
る
歌
合
の
経
緯
が
完
全
に
削
除
さ
れ
、
代
わ
り
に
、
日
頃
十
二
類
に
属
さ

な
い
悪
獣
か
ら
迫
害
を
受
け
て
い
る
十
二
支
の
動
物
た
ち
が
、
軍
評
定
を
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
へ
鹿
と
狸
が
面
会
を
求
め
に
や
っ
て
来
る
場
面
か
ら
始
ま
る
設

定
を
と
る
。
さ
ら
に
、
鹿
が
仲
間
に
加
え
ら
れ
て
面
目
を
施
し
、
叡
山
へ
帰
っ

て
い
っ
た
後
、
狸
が
推
参
し
て
か
ら
は
、
堂
本
家
本
と
同
様
の
展
開
を
と
る
。

ま
た
、
詞
書
が
全
く
存
在
せ
ず
、
す
べ
て
挿
絵
と
画
中
詞
で
構
成
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
特
に
冒
頭
部
分
に
お
い
て
は
、
逸
翁
美
術
館
の
絵
巻
の

挿
絵
と
比
し
て
も
、
構
図
面
の
細
部
に
ま
で
共
通
し
た
部
分
が
み
ら
れ
る
。
つ

ま
り
、
第
一
図
が
、
堂
本
家
本
絵
巻
に
み
ら
れ
る
第
一
図
の
前
に
重
複
し
て
お

か
れ
、
独
自
の
物
語
の
発
端
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
以
下
、
逸
翁
美
術
館
本
の

第
二
図
〜
第
四
図
と
類
似
の
構
図
も
他
図
と
交
え
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
お
そ

ら
く
、
寛
文
年
間
以
前
に
、
逸
翁
美
術
館
本
と
同
様
の
挿
絵
を
も
っ
た
別
絵
巻

が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
寛
文
元
年
奥
書
絵
巻
に
は
、
住
吉
如
慶
写

の
識
語
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
、
住
吉
派
風
の
画
趣
を
も
つ
逸
翁
絵
巻
と

の
関
連
が
想
定
さ
れ
、
さ
ら
に
、
寛
文
元
年
奥
書
絵
巻
に
は
、
堂
本
家
本
と
は
、

巻
の
区
切
り
方
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
、
別
系
の
伝
本
の
存
在

の
推
測
を
助
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

﹇
書
誌
﹈

○
幽
香
叢
書
本

　

国
会
図
書
館
蔵
。
幽
香
叢
書
（
早
川
香
園
五
冊
内
）
第
六
篇
。
写
本
。
外
題
、

内
題
な
し
。
表
紙
は
後
補
。
本
文
料
紙
は
斐
紙
。
袋
綴
じ
。
墨
付
き
丁
数
は
四

十
三
丁
。
詞
書
七
段
。
淡
彩
の
挿
絵
七
段
。
詞
書
と
挿
絵
の
丁
は
、
入
り
組
ん

で
い
る
場
面
が
多
い
。
巻
末
に
、「
此
こ
と
は
か
く
へ
き
よ
し
吉
田
桃
樹
う
し

の
し
の
ひ
て
の
そ
み
給
へ
れ
は
、
つ
た
な
き
筆
を
そ
め
侍
る
も
の
な
ら
し
。
明

暦
三
年
九
月
廿
七
日
。
と
も
し
火
の
も
と
に
し
る
し
を
は
る
。
加
茂
香
園
」
の

識
語
が
あ
る
。

○
逸
翁
美
術
館
本

　

絵
巻
一
軸
。
上
巻
の
み
の
残
欠
本
。
緑
色
絹
地
葵
紋
様
表
紙
。
題
簽
な
し
。

見
返
し
、
金
泥
野
毛
散
ら
し
。
料
紙
は
鳥
の
子
。
天
地
は
二
〇
セ
ン
チ
。
長
さ

は
約
七
メ
ー
ト
ル
。
挿
絵
は
、
住
吉
派
風
の
着
彩
画
。
江
戸
中
期
頃
ま
で
の
写
。

序
段
よ
り
詞
書
第
三
段
、
挿
絵
第
四
図
（
狸
の
軍
評
定
）
ま
で
現
存
。

○
寛
文
元
年
奥
書
絵
巻

　

国
会
図
書
館
蔵
。
絵
巻
二
軸
。
上
巻
、
鳥
の
子
の
原
表
紙
に
、「
土
佐
内
記

廣
通
筆
写　

三
番　

十
二
類
巻
物
二
巻
之
内
上　

住
吉
内
記
」
と
墨
書
。
下
巻

（
後
補
の
紺
表
紙
）
見
返
し
に
も
、
同
筆
同
内
容
の
書
き
付
け
を
貼
付
す
る
。

料
紙
は
楮
紙
。
天
地
二
七
・
五
セ
ン
チ
。
上
巻
は
、
約
十
一
メ
ー
ト
ル
五
〇
セ

ン
チ
。
下
巻
は
、
約
十
三
メ
ー
ト
ル
七
〇
セ
ン
チ
。
上
下
巻
の
各
巻
末
に
は
、

下
題
と
同
筆
で
、「
右
絵
巻
者
二
巻　

住
吉
法
眼
如
慶
廣
通
筆
写　

文
化
十
五

（
戌
寅
）
二
月　

住
吉
内
記
」
と
す
る
、
識
語
あ
り
。

　

さ
ら
に
、
下
巻
末
最
終
紙
に
は
、「
伏
見
宮
初
而
東
武
へ
御
下
向
之
節
、
□
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□
□
□
、
□
仰
下
書
置
之
撰
筆
而
奉
之
畢　

則
大
樹
へ
之
御
捧
物
之
其
一
也　

三
木
新
蔵
人
奉
絵
段
廿
四
段　

寛
文
初
年
閏
八
写
畢
」
の
奥
書
が
あ
る
。
ま
た
、

「
住
之
江
文
庫
」
の
蔵
書
印
あ
り
。
絵
は
、
住
吉
派
風
で
、
描
線
が
細
く
淡
彩
。

天
地
に
す
や
り
霞
を
付
す
。
上
巻
巻
頭
の
詞
書
に
は
欠
損
が
あ
り
、
誤
脱
も
み

ら
れ
る
。

三
　
内
容
の
特
質

　

特
に
注
目
す
べ
き
は
、
擬
人
名
に
他
本
に
見
え
な
い
、
幽
香
叢
書
本
独
自
の

も
の
が
多
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
斜
線
を
ふ
し
た
も
の
が
そ
う
で
あ
り
、
鶏
の

名
を
「
関
の
時
よ
し
」、「
羊
の
名
を
「
か
ら
国
て
い
よ
う
」、
牛
の
名
を
「
大

角
の
助
黒
丸
」、
鼠
の
名
を
「
穴
太
律
師
鼠
玄
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

次
に
、
先
行
伝
本
で
は
簡
略
化
さ
れ
て
絵
画
化
さ
れ
て
い
な
い
歌
合
の
後
に

鹿
を
歓
待
す
る
場
面
が
設
定
さ
れ
、
独
自
の
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。「
此
の
枝
豆
を
ま
ぐ
さ
と
や
人
の
申
候
は
ん
ず
ら
ん
」（
馬
）、「
此
桃
、
た

だ
今
、
桃
林
よ
り
、
取
り
て
候
」（
牛
）、「
我
が
身
は
魚
も
所
望
に
な
し
。
た

だ
懐
紙
の
紙
を
や
ぶ
り
候
は
ん
」（
羊
）、「
下
戸
は
異
国
人
也
。
御
座
に
参
り

て
候
。
其
興
あ
り
。
た
だ
こ
こ
に
う
そ
ぶ
き
て
、
魚
を
食
ひ
と
ら
ん
」（
虎
）、

「
御
さ
か
づ
き
、
と
く
め
ぐ
り
こ
よ
か
し
」（
兎
）
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
が
、
い

づ
れ
も
書
写
者
・
加
茂
李
鷹
、
制
作
を
依
頼
し
た
吉
田
桃
樹
両
人
の
遊
び
の
趣

向
が
横
溢
し
た
画
中
詞
と
い
え
る
。
中
で
も
、「
下
戸
は
異
国
人
也
」
と
い
う

虎
の
言
葉
や
、「
こ
の
桃
は
桃
林
よ
り
只
今
取
り
て
候
」
と
い
う
牛
の
言
葉
に

は
、
桃
樹
と
李
鷹
の
創
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
三
十
三
丁
か
ら
三
十
五
丁
に
か
け
て
は
、「
月
夜
に
や
う
か
れ
あ
り

か
ん
」
と
い
う
画
中
詞
を
付
し
た
上
で
、
月
明
り
に
照
ら
さ
れ
る
愛
宕
山
近
郊

の
夜
景
を
描
き
出
す
が
、
こ
れ
は
李
鷹
の
著
『
夜
半
の
道
』
に
俳
諧
に
欠
く
べ

か
ら
ざ
る
も
の
と
し
て
述
べ
ら
れ
る
「
山
」
と
「
月
」
を
取
り
込
ん
だ
も
の
で

あ
ろ
う
。

　

例
え
ば
、
三
十
八
丁
裏
の
挿
絵
に
は
、
十
二
類
側
の
「
馬
」
が
敵
方
に
対
し

て
弓
を
引
く
図
が
見
え
る
が
、
こ
の
画
中
詞
馬
「
う
ま

く
と
ひ
き
て
は
な
た

ん
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
伝
本
に
み
ら
れ
な
い
独
自
の
も
の
で
あ
る
。

四
　
幽
香
叢
書
本
の
制
作
圏

　

 

こ
の
幽
香
叢
書
本
の
末
尾
に
は
、
お
伽
草
子
の
そ
れ
と
し
て
は
め
づ
ら
し
く
、

以
下
の
よ
う
な
奥
書
が
付
さ
れ
て
い
る
。

此
こ
と
葉
か
く
へ
き
よ
し
吉
田
桃
樹
う
じ
の
し
ひ
て
の
ぞ
み
給
へ
れ
ば
、

つ
た
な
き
筆
を
そ
め
侍
る
も
の
な
り

天
明
三
年
九
月
廿
七
日

と
も
し
火
の
も
と
に
し
る
し
を
く

 

加
茂
李
鷹　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

吉
田
桃
樹
は
、
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
に
六
十
六
歳
で
没
し
た
儒
学
者
で

あ
る
。
字
は
甲
夫
。
号
に
は
雨
岡
・
雨
窓
・
時
雨
園
な
ど
が
あ
る
。
賀
茂
真
淵

の
門
下
で
、
村
田
春
海
な
ど
と
も
交
友
が
厚
く
、
大
川
橋
を
架
け
た
人
物
と
し

て
も
知
ら
れ
る
。
鈴
木
棠
三
氏
の
『
近
世
紀
行
文
芸
ノ
ー
ト
』（
昭
和
四
十
九

年
、
東
京
堂
出
版
）
に
は
、「
吉
田
桃
樹
と
槃
游
余
録
」
の
一
章
が
設
け
ら
れ
、

彼
の
伝
記
と
作
品
内
容
に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

吉
田
は
、
平
沢
元
愷がい
（
旭
き
ょ
く
ざ
ん
山
）
の
影
響
を
受
け
、
古
代
研
究
に
強
い
関
心
を
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も
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
わ
け
て
も
天
明
八
年
に
出
版
さ
れ
た
『
槃

游
余
録
』
は
、
伊
勢
神
宮
参
詣
の
途
次
、
相
模
・
伊
豆
・
駿
河
・
三
河
な
ど
か

ら
、
大
和
・
河
内
・
山
城
な
ど
を
経
て
、
播
磨
・
石
見
に
ま
で
足
を
延
ば
し
た

西
国
へ
の
大
旅
行
の
記
録
で
あ
り
、
鈴
木
氏
に
よ
れ
れ
ば
「
近
世
紀
行
文
の
名

作
の
ひ
と
つ
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
紀
行
文
『
槃
游
余
録
』
に
は
、
十
本
ほ

ど
の
伝
本
が
知
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
内
の
一
本
で
あ
る
国
会
図
書
館
本

（
特
七
〇-

八
三
〇-

二
〇
一
、
写
本
七
冊
、
自
筆
稿
本
）
を
検
す
る
と
、
そ
の

序
文
に
は
、
文
化
十
一
年
の
男
勇
雄
、
寛
政
元
年
の
平
沢
元
愷がい
の
序
と
と
も
に
、

幽
香
叢
書
本
を
吉
田
の
依
頼
で
筆
者
し
た
と
さ
れ
る
加
茂
李
鷹
の
序
が
付
さ
れ

て
い
る
（
平
沢
と
同
年
の
寛
政
元
年
）。
そ
こ
で
、
加
茂
李
鷹
は
「
今
読
甲
夫

（
吉
田
桃
樹
の
字
）
紀
行
。
将
嚙
臍
耳
。
其
書
以
国
字
行
。
読
之
如
目
撃
在

前
」
と
、
吉
田
の
リ
ア
ル
な
取
材
・
描
写
姿
勢
に
賞
讃
を
呈
し
て
い
る
。
当
該

書
の
冒
頭
に
は
吉
田
自
身
の
執
筆
姿
勢
を
示
す
言
葉
が
あ
り
、「
と
し
へ
て
、

お
ぼ
つ
か
な
く
な
り
は
て
な
む
も
、
ほ
ひ
な
け
れ
ば
、
た
だ
し
き
、
あ
や
ま
れ

る
を
、
わ
ひ
だ
め
も
な
く
、
や
ま
が
つ
、
う
ら
人
な
ん
ど
か
た
り
し
こ
と
を
も
、

も
ら
さ
ず
か
い
つ
く
」（
句
読
点
は
私
に
付
し
た
）、
と
述
べ
ら
れ
て
い
て
在
地

の
伝
承
・
奇
談
を
あ
り
の
ま
ま
に
筆
録
し
よ
う
と
す
る
好
奇
心
や
客
観
的
姿
勢

が
見
て
と
れ
る
。
ま
た
慶
応
大
学
図
書
館
・
静
嘉
堂
文
庫
に
蔵
さ
れ
る
『
史
氏

備
考
』
四
巻
に
は
伝
記
が
あ
り
、
平
沢
の
『
古
老
雑
話
』
に
は
遊
女
と
の
交
友

に
つ
い
て
も
様
々
な
逸
話
が
載
る
吉
田
桃
樹
で
あ
る
が
、
幽
香
叢
書
本
が
写
さ

れ
た
「
天
明
三
年
」（
一
七
八
三
）
は
、
ち
ょ
う
ど
幕
府
の
与
力
の
職
を
辞
し

た
年
に
あ
た
り
、
吉
田
の
関
心
の
領
域
の
広
さ
を
知
る
資
料
と
し
て
も
貴
重
で

あ
る
。

　

ま
た
、
そ
の
吉
田
に
「
し
ひ
て
の
ぞ
」
ま
れ
て
筆
写
し
た
と
さ
れ
る
加
茂
李

鷹
は
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
に
八
十
九
歳
で
没
し
た
地
下
官
人
の
一
人

で
、
天
明
六
年
十
二
月
（
一
七
八
六
）
に
甲
斐
国
権
守
に
三
十
三
で
任
じ
ら
れ

る
ま
で
有
栖
川
宮
諸
大
夫
の
役
を
務
め
た
賀
茂
氏
の
家
系
に
連
な
る
人
物
で

あ
っ
た
。
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
十
二
月
、
二
十
五
歳
で
従
五
位
下
に
任
ぜ

ら
れ
て
お
り
、
幽
香
叢
書
本
筆
録
時
に
は
、
そ
の
地
位
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ

る
が
、
後
に
は
歌
集
『
雲
錦
集
』
を
ま
と
め
て
い
る
。

　

幽
香
叢
書
本
『
十
二
類
絵
巻
』
は
、
こ
の
上
賀
茂
神
社
の
神
官
を
も
務
め
た

李
鷹
と
、
幕
府
官
人
の
職
を
辞
し
た
ば
か
り
の
儒
者
・
桃
樹
と
の
文
芸
上
の
親

密
な
交
流
を
示
す
も
の
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
お
伽
草
子
の
異
類
物
が
江
戸

後
期
の
儒
学
者
や
賀
茂
氏
の
家
系
に
、
ど
の
よ
う
に
享
受
さ
れ
て
い
た
の
か
を

知
る
資
料
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

 

（
み
う
ら
・
お
く
と　

大
学
院
博
士
後
期
課
程
在
学
）
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【
幽
香
叢
書
本
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）・
翻
刻
】

（
凡
例
）

一
、
適
宜
、
句
読
点
を
付
し
た
が
、
濁
点
に
つ
い
て
は
原
態
を
尊
重
し
た
。

一
、 

画
中
詞
に
関
し
て
は
、
そ
の
発
話
者
が
明
確
に
な
る
よ
う
、﹇　

﹈
内
に

当
該
動
物
の
名
を
示
し
た
。

一
、
存
疑
の
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
も
、
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
た
。

【
第
一
図
】（
鹿
、
狸
を
伴
い
推
参
す
る
と
こ
ろ
）

﹇
鶏
﹈
せ
き
の
と
き
よ
し

か
ゝ
る
ふ
る
ま
ひ
を
は
、
と
り
こ
め
よ
。
関
を
す
ゑ
て
に
か
す
な
。

﹇
猿
﹈
さ
る
丸
入
道

さ
る
ふ
し
き
の
推
参
や
候
へ
き
。

﹇
羊
﹈
か
ら
国
の
て
い
よ
う
。

﹇
馬
﹈
右
頭
の
権
助
な
が
つ
ら

尾
籠
の
も
の
か
な
。
こ
れ
を
は
、
は
し
ら
か
さ
ば
や
。

﹇
兎
﹈
は
き
か
も
と
つ
き
す
み

た
ゝ
耳
を
た
て
ゝ
申
さ
ん
事
を
先
き
こ
し
め
し
候
へ

﹇
虎
﹈
の
べ
の
お
き
風

こ
れ
を
た
ゝ
と
ら
へ
候
は
ゝ
や
。

﹇
牛
﹈
だ
い
か
く
の
す
け
く
ろ
ま
ろ

た
ゝ
み
な
、
角
目
に
成
て
、
物
な
仰
候
そ
。

﹇
鼠
﹈
あ
な
た
の
り
つ
し
そ
け
ん

か
や
う
の
者
と
も
参
候
は
ゝ
、
わ
れ
ら
は
引
入
て
候
は
ん
。

﹇
蛇
﹈
み
の
な
い
し

あ
ら
、
な
が

く
し
の
も
ん
だ
う
や
。

﹇
猪
﹈
猪
の
宮
じ
や
は
な
か
た

に
く
し　

一
か
け
か
け
候
は
ゝ
や

﹇
竜
﹈
も
ん
と
う
の
か
み
た
つ
よ
し

申
さ
る
ゝ
旨
、
尤
龍
見
あ
る
へ
き
と
也
。

ま
こ
と
に
子
細
な
き
に
あ
ら
す
。
座
を
辰
と
な
く
し
て
判
し
給
へ
。

﹇
犬
﹈
い
ぬ
太
郎
も
り
家

一
人
も
も
ち
い
ぬ
判
者
所
望
し
て
、鹿
も
や
う
も
な
く
推
参
太
し
か
る
べ
か
ら
ず
。

は
や

く
出
給
へ
。

﹇
鹿
﹈
か
す
か
の
神
主
あ
き
お
と

鹿
し
こ
ま
り
て
承
候
ぬ
。
は
や
懐
紙
と
も
を
出
さ
れ
候
へ
。

﹇
狸
﹈

そ
ん
し
の
ほ
の
こ
と
仰
ら
る
ゝ
犬
殿
か
な
。
御
辺
は
、
う
て
と
も
さ
ら
ぬ
ほ
ん

な
う
に
た
と
へ
ら
れ
、
我
は
ま
ね
け
と
も
来
ら
ぬ
ほ
た
い
に
な
そ
ら
へ
ら
れ
た

り
。
め
い
ご
す
て
に
せ
う
れ
つ
雲
泥
せ
り
。
無
礼
な
る
詞
か
な
。
や
ゝ
め
ん

く
に
申
候
。
各
一
日
に
一
時
を
こ
そ
ま
も
り
給
へ
。
我
は
一
月
に
お
ほ
く
の

日
を
つ
か
さ
と
れ
り
。
ふ
つ
鹿
、
三
か
四
か
五
か
六
か
七
か
八
か
九
か
十
か
。

か
や
う
に
お
ほ
く
領
せ
り
。
い
か
て
か
の
そ
か
る
へ
き
。
は
や
く
判
者
に
な
し

給
へ
。
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一
は
ん

左　
　
　
　
　

主
水
正
龍
能

我
か
た
に
う
き
龍
雲
は
あ
つ
ま
れ
ど　

月
に
か
け
し
と
見
つ
る
秋
か
な

右　
　
　
　
　

犬
太
郎
守
家

花
に
ほ
え
月
に
は
ほ
え
ぬ
な
か
め
を
も　

ほ
し
ま
も
る
と
や
人
の
み
る
ら
ん

判
云
、
左
の
歌
、
月
の
為
、
う
き
雲
を
心
に
ま
か
せ
ん
こ
と
、
い
と
あ
ら
ま
ほ

し
く
覚
え
侍
り
。
右
の
歌
は
、
ほ
し
ま
も
る
と
あ
や
ま
た
れ
ん
も
、
猶
ね
ん
な

く
き
こ
ゆ
。
一
番
な
れ
ば
、
い
と
ゝ
左
を
勝
と
す
へ
し
。

二
は
ん

左　
　
　
　
　

巳
濃
内
侍

月
み
れ
は
う
き
も
わ
す
る
ゝ
秋
の
夜
を　

な
か
き
も
の
と
は
た
れ
か
い
ひ
け
ん

右　
　
　
　
　

猪
手
冠
者
鼻
堅

し
な
か
鳥
ふ
す
猪
の
床
の
秋
か
せ
に
雲
も
さ
は
ら
ぬ
月
を
み
る
か
な

　

判
云
、
左
の
哥
月
故
に
夜
を
長
し
と
も
お
も
は
さ
ら
ん
、
い
と
幽
玄
也
。

右
の
山
風
に
雲
も
さ
は
ら
ぬ
月
も
き
ら

く
し
く
み
ゆ
。
な
そ
ら
へ
て
持
と
申

へ
き
に
や
。

三
は
ん

左　
　
　
　
　

右
馬
権
助
長
連

あ
ふ
さ
か
の
山
た
ち
出
て
さ
や
か
な
る　

月
を
へ
た
て
ぬ
霧
は
ら
の
こ
ま

右　
　
　
　
　

穴
太
律
師
鼠
玄

よ
も
す
か
ら
秋
の
み
そ
ら
を
な
か
む
れ
は　

月
の
ね
す
み
と
身
は
成
に
け
り

　

判
云
、
月
を
へ
た
て
ぬ
霧
は
ら
の
駒
、
月
の
ね
す
み
と
も
に
ゆ
ゑ
あ
り
て
、

勝
劣
い
つ
れ
と
申
か
た
し
。

四
は
ん

左　
　
　
　
　

唐
国
羚
羊

と
ゝ
ま
ら
ぬ
羊
の
あ
ゆ
み
め
く
り
来
て　

い
く
秋
月
の
か
け
に
な
れ
け
ん

右　
　
　
　
　

大
角
介
黒
丸

村
時
雨
は
れ
間
の
月
は
浮
雲
の
そ
ら
の
は
た
れ
を
う
し
と
こ
そ
み
れ

　

判
云
、
左
の
哥
、
と
し

く
の
秋
に
め
く
り
あ
ひ
ぬ
る
、
さ
そ
と
覚
え
て
な

れ
ぬ
る
影
も
身
に
そ
ふ
心
地
し
侍
る
を
、
右
の
哥
、
村
雲
を
月
に
か
な
し
む
心
、

猶
う
き
に
き
こ
ゆ
る
に
や
。
我
も
ゝ
み
ち
か
つ
ち
る
山
路
に
て
、
独
ぬ
れ
に
し

夕
時
雨
の
思
ひ
出
ら
れ
て
、
右
の
方
人
に
な
り
ぬ
へ
し
。

　
　

五
は
ん

左　
　
　
　
　

猿
丸
入
道

月
ふ
く
る
み
山
お
ろ
し
の
身
に
し
み
て　

あ
き
の
お
も
ひ
を
ま
し
ら
鳴
つ
ゝ

右　
　
　
　
　

野
邊
興
風

夜
も
す
か
ら
虎
ふ
す
野
へ
の
秋
風
に
う
そ
ふ
く
月
の
影
そ
更
行
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判
云
、
左
右
と
も
に
、
除
夜
の
か
ん
風
月
の
吟
、
優
劣
弁
し
か
た
く
侍
り
。

六
は
ん

左　
　
　
　
　

関
戸
時
継

つ
れ
な
し
と
ゆ
ふ
附
鳥
の
な
く
な
へ
に　

か
け
そ
ほ
の
め
く
有
明
の
月

右　
　
　
　
　

萩
本
月
住

明
か
た
の
月
の
光
の
し
ろ
う
さ
き　

み
ゝ
に
そ
た
か
き
松
風
の
お
と

　

判
云
、
左
の
つ
れ
な
し
と
待
か
ね
て
ほ
の
め
く
月
、
め
つ
ら
し
く
み
ゆ
。
右

の
松
か
せ
誠
に
耳
た
ち
て
き
こ
ゆ
。
左
の
か
ち
に
や
侍
ら
ん
。

　

歌
合
は
て
ぬ
れ
は
、
お
の

く
判
者
も
て
な
す
へ
し
と
て
、
め
つ
ら
し
き
か

こ
う
と
も
尋
出
て
、
酒
も
り
し
、
乱
舞
ゑ
ん
に
お
よ
ひ
け
り
。
事
を
は
ら
て
鹿

は
山
路
と
ほ
く
侍
れ
は
と
て
、
色
代
し
て
た
ち
ぬ
。

【
第
二
図
】
歌
合
果
て
、
鹿
も
て
な
さ
れ
る
図

﹇
鹿
﹈
此
御
盃
と
御
詠
と
も
と
、
お
も
し
ろ
き
軽
重
を
わ
き
ま
へ
か
た
く
候
。

是
そ
推
参
の
か
ひ
よ
と
存
候
。
鹿
を
は
給
候
ま
し
き
や
ら
ん
。

﹇
龍
﹈
入
道
殿
の
舞
お
も
し
ろ
く
候
。
あ
は
れ
。

　
　

  

は
や
し
の
か
た
に
候
は
ゝ
、
我
身
も
、
り
う
王
く
わ
う
し
よ
を
舞
候
は

ん
す
る
も
の
を
。

﹇
鶏
﹈
御
前
に
候
の
り
は
、
鳥
か
さ
と
申
候
。
我
身
な
ら
て
は
所
持
せ
ぬ
も
の

に
て
候
。
随
分
の
ち
ん
ふ
つ
に
て
候
。

﹇
蛇
﹈
わ
ら
は
は
、
も
の
ゝ
む
つ
か
し
き
事
は
常
の
こ
と
な
れ
と
も
、
此
酒
に

は
ゑ
ひ
て
候
。
今
は
き
ぬ
う
ち
ぬ
き
て
、
の
ひ

く
と
ね
は
や
。

﹇
犬
﹈
此
鳥
は
、
片
野
に
て
ふ
み
た
て
ゝ
と
り
て
候
。
名
所
の
き
し
に
て
候
。

﹇
猪
﹈
此
山
の
い
も
は
、
ほ
り
も
と
め
て
候
。

﹇
馬
﹈
此
枝
ま
め
を
ま
く
さ
と
や
人
の
申
候
は
ん
す
ら
ん
。

﹇
牛
﹈
此
桃
、
た
う
り
ん
よ
り
、
た
ゝ
今
と
り
て
候
。

﹇
羊
﹈
我
身
は
さ
か
な
も
し
よ
も
う
に
な
し
。
た
ゝ
、
か
い
し
き
の
紙
を
や
ふ

り
候
は
ん
。

﹇
虎
﹈
下
戸
は
異
国
人
也
。
御
座
に
参
て
候
。
其
興
あ
り
。
た
ゝ
こ
ゝ
に
う
そ

ふ
き
て
、
さ
か
な
を
く
ひ
と
ら
ん
。

﹇
兎
﹈
御
さ
か
つ
き
、
と
く
め
く
り
こ
よ
か
し
。

　

さ
て
、
長
月
に
な
り
て
、
十
五
夜
の
名
残
わ
す
れ
か
た
く
て
、
十
二
る
い
と

も
、
お
の

く
又
詮
議
し
て
、
十
三
夜
の
り
や
う
し
ん
に
、
紅
葉
の
山
の
ふ
も

と
を
会
所
に
か
ま
へ
て
、
あ
り
し
判
者
を
し
や
う
し
け
れ
は
、
し
か
思
ひ
け
る

は
、
か
や
う
の
所
へ
二
度
の
そ
む
事
は
、
古
人
の
い
ま
し
め
な
れ
は
、
し
ん
し

や
く
し
て
、
心
は
す
ゝ
め
と
も
、
さ
は
る
事
侍
り
と
て
、
使
を
か
へ
し
け
り
。

　

さ
き
に
供
し
は
へ
り
し
た
ぬ
き
、
是
を
聞
て
、
鹿
の
も
て
な
さ
れ
た
り
し
を

あ
な
か
ち
に
う
ら
山
し
く
お
も
ひ
け
れ
と
、
わ
れ
も
な
と
か
は
は
ん
し
や
に
な

ら
さ
る
へ
き
と
て
、
心
は
か
り
は
出
た
ち
し
て
す
い
参
し
け
り
。
鹿
を
そ
し
と
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ま
ち
入
た
る
所
へ
、
い
て
ひ
の
す
か
た
に
て
、
乱
に
う
し
て
、
鹿
に
つ
か
ん
と

し
け
れ
は
、
十
二
類
大
に
い
か
り
て
、
是
非
な
く
お
ひ
出
し
て
、
さ
ん

く
の

ち
し
よ
く
に
そ
あ
は
せ
け
る
。
た
ぬ
き
は
、
か
ら
く
し
て
命
は
か
り
た
す
か
り

て
、
か
へ
り
出
ぬ
。
し
か
待
所
の
た
ぬ
き
と
は
、
是
よ
り
申
侍
る
と
か
や
。

【
第
三
図
】
狸
推
参
し
て
追
放
さ
れ
る
図

　

と
に
か
く
に
、
め
ん
ほ
く
な
く
て
、
此
事
を
つ
く

く
と
あ
ん
す
る
に
、
夢

ま
ほ
ろ
し
の
世
に
、
よ
し
な
き
か
し
う
け
う
ま
ん
の
故
に
、
三
づ
に
か
へ
り
な

ん
す
。
無
し
や
う
て
ん
へ
ん
の
こ
ゝ
ろ
み
、
い
か
に
て
も
あ
り
な
ん
。
こ
む
か

せ
に
ん
そ
と
か
き
お
き
け
ん
、
ら
く
て
ん
の
こ
と
は
、
む
か
し
の
さ
か
ひ
に
つ

か
そ
へ
て
、
と
ゑ
し
つ
ゝ
け
た
り
し
、
さ
い
き
や
う
か
哥
、
ま
こ
と
に
思
ひ
し

ら
れ
侍
り
。
心
を
と
ゝ
む
る
あ
な
の
家
と
て
も
、
ふ
す
へ
ら
れ
は
火
た
く
そ
か

し
。
た
ゝ
、
う
ろ
の
し
う
し
ん
を
や
め
て
、
む
ゐ
の
け
ら
く
を
ね
か
は
ん
に
は

し
か
し
と
思
ひ
な
り
て
、
年
こ
ろ
す
み
な
れ
し
つ
か
の
あ
な
を
夜
ふ
か
く
出
て
、

あ
り
明
の
月
に
あ
く
か
れ
け
る
か
、
三
井
寺
の
方
へ
と
心
さ
し
て
行
け
る
に
、

を
り
ふ
し
あ
ふ
坂
の
關
ち
の
と
り
、
り
う
く
わ
の
暁
を
つ
け
、
粟
津
の
は
ら
の

鹿
ろ
く
お
ん
の
む
か
し
を
し
た
ふ
、
哀
に
そ
き
こ
え
け
る
。
さ
て
、
寺
中
に
入

て
、
け
う
た
い
く
わ
し
や
う
の
よ
り
う
と
し
て
、
た
つ
と
き
ひ
し
り
に
あ
ひ
て
、

出
家
し
て
、
け
ぜ
う
ば
う
と
ぞ
申
け
る
。

　

や
か
て
、
し
ゆ
戒
せ
ん
と
申
け
れ
は
、
和
尚
の
ひ
し
り
い
は
く
、
此
寺
に
は
、

む
か
し
よ
り
か
い
た
ん
の
ひ
し
り
の
あ
り
し
か
と
も
、
毎
度
山
も
ん
よ
り
さ
ゝ

へ
ら
れ
て
、
も
ん
ほ
に
い
た
る
ま
て
、
七
八
か
ど
に
お
よ
び
て
や
か
れ
ぬ
。
我

ら
も
か
た
し
け
な
く
も
傳
教
大
師
の
よ
り
う
と
申
な
か
ら
、
無
や
く
の
が
し
う

に
よ
り
て
、
な
ん
と
の
せ
う

く
か
い
を
う
く
。
心
う
く
侍
れ
と
も
ち
か
ら
な

し
と
そ
申
け
る
。

　

さ
て
、
け
ぜ
う
ば
う
、
し
や
く
も
ん
に
入
ぬ
れ
ば
、
い
づ
れ
の
佛
け
う
を
が

く
し
て
さ
と
り
を
ひ
ら
く
へ
き
と
あ
ん
じ
け
り
。
し
ん
ご
ん
け
う
は
、
諸
し
う

の
さ
い
上
な
れ
は
、
此
法
を
う
け
て
三
み
つ
の
行
を
し
ゆ
し
、
五
ざ
う
の
く
わ

ん
に
ち
う
し
て
、
即
身
成
佛
や
せ
ま
し
。
又
法
華
は
、
諸
仏
出
世
の
本
く
わ
ん
、

衆
生
か
い
じ
や
う
の
じ
や
う
の
じ
ん
か
う
に
て
、
り
う
ち
く
の
女
し
ん
猶
成
佛

し
け
れ
は
、
天
台
し
う
を
が
く
し
て
、
一
ね
ん
三
千
の
ぐ
わ
ん
に
よ
り
て
、
六

根
し
や
う

く
の
位
に
や
か
な
は
ま
し
。
又
ほ
つ
さ
う
し
ゆ
う
を
う
か
ゝ
ひ
て
、

五
ぢ
う
ゆ
い
し
き
の
花
を
も
て
あ
そ
び
、
百
ほ
う
み
や
う
も
ん
の
月
を
や
み

が
ゝ
ま
し
。
又
け
ふ
の
き
や
う
を
た
て
ゝ
、
蔵
王
権
現
ゆ
し
ゆ
つ
の
大
み
ね
、

こ
ん
が
う
童
子
お
う
け
ん
の
か
つ
ら
き
な
ど
修
行
し
て
、
一
た
ら
に
の
行
者
と

な
り
て
、
ち
し
や
の
か
し
ら
を
や
ふ
ま
ゝ
し
。
ぜ
ん
し
う
と
は
、
と
う
時
は
や

り
た
り
。
も
と
よ
り
、
ぢ
や
う
り
き
あ
る
身
な
れ
ば
、
座
ぜ
ん
く
ふ
う
し
て
、

ご
だ
う
と
く
ほ
う
や
せ
ま
し
な
と
ゝ
、
し
ゆ

く
に
案
し
け
る
が
、
ひ
る
に
も

じ
ん
じ
や
う
ふ
つ
は
、
か
ゝ
る
く
ち
の
あ
ふ
な
く
お
ぼ
え
て
、
他
力
本
ぐ
わ
ん

に
せ
う
し
て
、
し
や
う
と
の
き
や
う
も
ん
に
入
、
往
生
の
そ
く
わ
い
を
と
げ
ん

と
ぞ
思
ひ
な
り
け
る
。

　

い
か
に
い
は
ん
や
、
な
ん
が
く
は
、
く
は
ん
り
ん
み
や
う
し
う
し
ん
ふ
ら
ん
、

し
や
う
ね
ん
往
生
あ
ん
ら
く
こ
く
と
の
へ
、
め
う
ら
く
は
、
し
よ
け
う
し
よ
さ

ん
た
さ
い
み
だ
と
の
給
へ
り
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、
本
朝
に
は
、
こ
う
法
は
み

た
の
め
う
が
う
を
天
下
に
ひ
ろ
め
、
し
か
く
は
、
ゐ
ん
じ
や
う
の
念
佛
を
山
中

に
と
ゝ
め
給
ふ
。
れ
う
ま
ん
の
ゑ
し
ん
の
わ
う
せ
う
よ
う
し
う
、
小
は
ら
の
座
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主
の
へ
つ
じ
の
ね
ん
ぶ
つ
、
み
な
是
、
け
ん
み
つ
の
學
し
や
と
し
て
、
極
楽
を

く
は
ん
せ
ん
し
給
ふ
也
。
又
は
ち
ま
ん
大
ほ
さ
つ
の
御
た
く
せ
ん
に
は
、
か
し

や
く
し
ゆ
つ
り
、
み
や
う
ほ
う
ざ
う
し
ゆ
ん
、
じ
や
う
し
や
う
が
く
わ
う
、
じ

や
う
と
こ
ん
ら
い
し
や
ば
せ
か
い
、
ち
う
い
こ
ね
ん
く
ふ
つ
し
ゆ
し
や
う
と
あ

り
け
る
よ
り
こ
そ
、
御
本
地
み
だ
に
よ
ら
い
と
は
定
奉
る
な
れ
。
□
羅
真
子
こ

ん
げ
ん
は
、
ね
ん
佛
の
声
を
き
く
そ
う
れ
し
き
と
し
め
し
給
ふ
。
是
念
佛
だ
う

の
れ
い
て
う
と
か
や
。
ま
た
、
み
だ
ゝ
の
む
人
は
、
雨
夜
の
月
な
れ
や
、
雲
は

れ
ね
ど
も
西
へ
こ
そ
ゆ
け
、
と
い
う
哥
は
、
ま
さ
し
く
真
如
だ
う
の
如
来
の
御

詠
ぞ
か
し
。
か
の
本
ぞ
ん
じ
か
く
大
師
の
御
作
、
し
や
う
し
ん
の
佛
に
て
ま
し

ま
せ
ば
、
れ
う
し
な
る
べ
き
に
あ
ら
ず
。
末
代
ぢ
よ
く
世
に
せ
う
を
う
け
、
ど

ん
こ
ん
け
れ
つ
の
身
を
え
た
り
。
う
ち
無
智
を
も
ゐ
ん
ぜ
う
し
、
一
ね
ん
を
も

ら
い
か
う
す
る
み
だ
の
ひ
ぐ
わ
ん
に
ぜ
う
し
て
、
浄
土
に
う
ま
れ
、
れ
ん
だ
い

に
の
ぼ
り
て
こ
そ
、
け
ぜ
う
房
に
て
は
あ
ら
ん
す
れ
と
思
ひ
さ
だ
め
て
、
草
の

い
ほ
り
を
む
す
び
、
麻
の
衣
を
き
て
、
ひ
と
す
ち
に
せ
う
め
う
お
こ
た
ら
す
し

て
、
修
行
し
侍
け
る
が
、
幾
ほ
と
も
な
く
て
、
せ
う
ひ
や
う
小
な
う
し
や
う
ね

ん
し
や
う
ち
に
し
て
、
を
は
り
に
け
り
。
め
で
た
か
り
け
る
往
生
と
そ
き
こ
え

し
。

【
第
四
図
】
狸
、
草
庵
に
て
念
仏
往
生
の
所


